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(Ackland Art Museum) という美術館がある。大規模ではないものの、アメリカ南部にお
いては他に類のない充実したアジア美術コレクションを所蔵している。当初、小規模な教
育目的の大学付属美術館として設立されたこの美術館が、そのようなアジア美術コレクシ
ョンを収蔵するに至った契機は、シャーマン・リー (Sherman E. Lee, 1918-2008) が 1983
年にこの地に移り住んだことであった。リーは、1952 年からクリーヴランド美術館 
(Cleveland Museum of Art, オハイオ州) でアジア美術部門の学芸員を勤め、1958 年から
はその館長として、30 年以上をかけてクリーヴランド美術館を全米有数のアジア美術コレ
クションに育てた人物で、1983 年に 65 歳で引退した。卓越した美術館人であるリーに関
しては、すでに様々な視点から研究が行われている。例えば、アメリカ文化における東ア
ジア美術の受容を歴史的に検証したウォーレン・コーエン (Warren I. Cohen) は、戦後日
本を支配した連合国占領軍の一員として日本美術と文化財の調査に従事したリーの役割を
論じている(1)。ノエル・ジュフリーダ (Noelle Giuffrida) は最近の論文 2 編で、中国美術
                                                  
(1) Warren I. Cohen, East Asian Art and American Culture (New York: Columbia 
University Press, 1992). 
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コレクターとしてのリーについて研究している(2)。また、二人のジャーナリスト、メイヤー














のサマーコースを受講する。ここでジェイムズ・プラマー(James Marshall Plumer, 
                                                  
(2) Noelle Giuffrida, “Paintings, Politesse, and Petromania: Sherman E. Lee and the 
1973 Art and Archaeology Delegation Trip to China,” Archives of American Art 
Journal 52, no. 1-2 (Fall 2013): 34-43; "The Right Stuff: Chinese Art Treasures' 
Landing in Early 1960s America," in The Reception of Chinese Art across Cultures, 
ed. Michelle Ying-Ling Huang (Newcastle upon Tyne: Cambridge Scholars 
Publishing, 2014), 201-228. 
(3) Karl E. Meyer and Shareen Blair Brysac, “Streams and Mountains: The View from 
the Middle West,” in The China Collectors: America’s Century-long Hunt for Asian 
Art Treasures (New York: Palgrave Macmillan, 2015), 267-282. 
(4) 志邨匠子「シャーマン・リーと日本美術---日本とシアトル美術館における活動から---」
『秋田公立美術大学研究紀要』第 1号(平成 26年), 15-24. 
(5) 以下は一部である。Steven Litt, “A Legendary Director,” Art News (Sep., 2008): 88; 
(2008): 109-110; 田島充「シャーマン・リー先生の思い出」『陶説』668号 平成 20年
11月 13-15頁; James T. Ulak, “The Alchemy of Selection: Lee and the Japanese 
『國華』第 121編第 6冊 2016年 1月 29-32頁 
(6) リーの年譜としてまとまったものはないが、ゲッティ研究所とカリフォルニア大学ロサ
ンジェルス校オーラルヒストリープログラムの共同プロジェクト Interviews with art 
historians, 1991-2002の中に、Joel Gardnerによって 1992年に行われたインタヴュー 




(7) 修士論文は secular sculpture、博士論文は critical survey of American watercolorとい
う主題であった。 
Howard and Mary Ann Rogers. “Sherman Lee (1918-2008),” Orientations 39, no.6 
Collection,” Orientations 40, no.5 (2009): 41-47; 辻惟雄「シャーマン・リー氏の思い出」










(Langdon Warner, 1881-1955 ) であった。ウォーナーは一時期ボストン美術館のスタッフ
として来日 (1907) し、岡倉覚三（天心, 1863-1913）のもとで日本美術を勉強した人物で、
後に中国美術を研究し、クリーヴランド美術館やネルソンギャラリー(The William 
Rockhill Nelson Gallery of Art, 現在は The Nelson-Atkins Museum of Art、ミズーリ州）
のために中国で作品収集をしている。それに加えてリーは、岡倉のボストン美術館でのポ
ジションを引き継いだアーナンダ・クマラスワミー (Ananda Coomaraswamy, 1877-1947) 
に会いに行き、美術館界でのキャリアについて助言を求めている(8)。そして後にクリーヴラ







著作である A History of Far Eastern Art の中で、リーは当時主流だったアメリカの東洋美
術愛好家たちの思想との決別を表明している(10)。“Even more frustrating are those 
general works that cater to the minority interest in the ‘mystery’ of the East, or to the 






                                                  
(8) “Interview,” 29. 
(9) Ibid., 37. 
(10) Sherman Lee, “Preface,” in A History of Far Eastern Art,” 5th ed. (Upper Saddle 
River [NJ]: Prentice-Hall, 1994). 初版は 1964 年。 
(11) Ibid.,7. 
(12) “Interview,” 40.  
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ーマス・モンロー (Thomas Munro) がリーの博士論文を指導したのである(17)。プロジェク
                                                  
(13) “Interview,” 28, 38-40, 61-62, 87, 229-231.  
(14) “Interview,” 40. 志邨はリーが岡倉覚三の『東洋の理想』の有名な冒頭 “Asia is one” を





























めていたデトロイト美術館 (Detroit Institute of Arts) のキュレイター職に復帰していた。
ほどなく、敗戦後の日本を占領支配していた連合国軍最高司令官総司令部 (General 
Headquarters, the Supreme Commander for the Allied Powers, 以下 GHQ/SCAP)の民間
情報教育局 (Civil Information and Educational Section, 以下 CIE) 美術記念物課 (Arts 
















(18) Ibid., 42. 
(19) Ibid., 35. 
(20) 志邨, 16-17. 
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    1948 年に帰国したリーは、シアトル美術館とクリーヴランド美術館でアジア美術の収
集・展示を中心に、美術館人としての業績を積みあげていく。その活躍については、冒頭








ていたし、三女エリザベスの配偶者のビル (William Chiego Jr.) は、州都ローリー 





ペルヒル校 (University of North Carolina at Chapel Hill, 以下 UNC)の付属美術館 the 
                                                  
(23) Ibid., 81. 
(24) Ibid., 89 . 
(25) 瀬津伊之助は、日本有数の古美術商瀬津雅陶堂の初代主人である。 
(26) “Interview,” 89. 
(27) Ibid., 309-313. 
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William Hayes Ackland Memorial Art Center として 1958 年に設立された。名前の由来
となったウィリアム・ヘイズ・アックランド(William Hayes Ackland, 1855-1940) は、ア
メリカ南部の人びとに芸術を知り愛してほしいと願い、南部の大学に附属した形で美術館
を設立する事を決めた(28)。当初同じくノースカロライナ州にあるデューク大学 (Duke 


























                                                  
(28) アックランド美術館の沿革については以下を参照。Ackland Art Museum, “History, ” 
http://ackland.org/about/history/. 
(29) 毎年秋に日本へ旅行していたため、秋学期の授業は持たなかった。”Interview,” 310. 
(30) Ibid., 138-139. 
(31) Ibid., 138-40. 
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は至らなかった(33)。一方のアックランドに対してのリーの当初の印象は、“a small but very, 
very good university museum with its own endowment fund and with a steady income 
for acquisitions, which very few university museums have.” という好意的なものだった
(34)。 そして州立美術館とは対照的に、アックランドでは当時の館長チャールズ・ミラー
















                                                  
(32) Ibid., 139. 
(33) Ibid., 316. 
(34) Ibid., 316. 
(35) Ibid., 317. 
(36) Ibid., 317. 
(37) クリーヴランド引退後も、クリーヴランドへ購入作品の推薦をするなど協力を続けてい
た。Ibid., 314-315. 
(38) “ ’86 Itinerary of Dr. Sherman E. Lee,” dated Sep. 26, 1986, in the Sherman E. Lee 
Papers, Archives of American Art, Smithsonian Institution. 





























                                                  
(39) The travel diary of 1986 in the Sherman E. Lee Paper. 
(40) リーは以前から個人コレクターのアドヴァイザーをすることがあった。よく知られた例
はジョン・Ｄ・ロックフェラー３世(John D. Rockefeller III)のアジア美術コレクション
のアドヴァイザーであったことで、Asia Society コレクションに協力していた。この時
期はビル・クラーク (Willard G. ‘Bill’ Clark, the founder of Clark Center of Japanese 
Art and Culture)の収集顧問だった。現在クラーク・コレクションはミネアポリス美術
館に寄贈されている。  
(41) Sherman E. Lee, “Asian Art at the Ackland Art Museum,” Orientations 24, no.4 
(1993): 38-49. 
(42) Lee, A History of Far Eastern Art. 
(43) Ibid., 7. 
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る。1997 年には Screens and Scrolls: Japanese Art from the Collection of the Ackland Art 
Museum と題して 15 点の日本美術で構成した展覧会を開催し、そのカタログを執筆した(48)。 




日本近代洋画の展覧会 Paris in Japan に関わっており、高階秀爾とともにそのカタログを
執筆するなど、日本美術の業績があるからである(50)。ボラスも、この著名な元美術館長で
あるリーが関わっているアックランドに赴任することを、多くの事を学ぶ機会ととらえ、
様々なアドヴァイスを求めていた(51)。前述の Screens and Scrolls 展はこのボラス新館長の





                                                  
(44) “Interview,” 192-193. 
(45) Ibid., 188. 
(46) Ibid., 190 
(47) Lee, “Asian Art at the Ackland Art Museum,” 38-49. 
(48) Lee, Screens and Scrolls: Japanese Art from the Ackland Art Museum and Local 
Collections. (Chapel Hill: Ackland Art Museum, 1997). 後に再構成されて巡回。 
(49) The Ackland papers in the Sherman E. Lee Paper. 
(50) Shuji Takashina, J. Thomas Rimer, and Gerald D. Bolas, Paris in Japan: The 
Japanese Encounter with European Painting (Tokyo and St. Louis: Japan 
Foundation and Washington University Press, 1987). 
(51) Letters from Bolas to Lee, 1994 and 1995, in the Sherman E. Lee Paper. 






年にリーが亡くなった後には、その功績を偲んで Sage in the Bamboo Grove: The Legacy 





クラー美術館(Freer Sackler Gallery、ワシントン DC)からイスラム美術の専門家を館長に
迎えている。コレクションの中で日本美術の主要な作品を挙げると、狩野山雪、曽我紹興、
伝狩野興以の作品などで、現在、徐々に作品調査や修復プロジェクトが進められている。






本研究は JSPS 科研費 JP16K02286 の成果の一部である。 
  
                                                  
(52) Pika Ghosh et al (ed.), Fashioning the Divine: South Asian Sculpture at the Ackland 
Art Museum (Chapel Hill: Ackland Art Museum, 2007). 
(53) Ackland Art Museum, “Sage in the Bamboo Grove: The Legacy of Sherman E. Lee”, 
http://ackland.org/exhibition/sage-in-the-bamboo-grove-the-legacy-of-sherman-e-lee/. 
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